
だ い こ ん  5 月号 

 

天理教 練馬支部                1 

巻
頭
言 

 
 
 

 

 

練
馬
支
部 

 

四
組 

 
豊
渕
分
教
会 

窪
寺 

孝 

 
 

昨
年
、
教
祖
百
三
十
年
祭
後
の
三
月
二
十
六
日
豊
渕
四
代
会
長
と 

し
て
長
男
保
雄
に
バ
ト
ン
を
引
渡
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
も 

初
代
、
二
代
会
長
の
徳
の
お
陰
で
あ
り
、
同
時
に
教
信
者
の
皆
様
、 

支
部
の
皆
様
他
多
く
の
方
々
の
あ
た
た
か
い
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜 

物
と
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

練
馬
支
部
で
は
、
青
年
会
員
時
代
の
南
光
幼
稚
園
の
「
陽
気
大
運
動 

会
」「
富
士
山
清
掃
ひ
の
き
し
ん
」「
支
部
対
抗
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

」
等
に
参
加
協
力
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
思
い
出
が
昨
日 

の
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
の
会
長
の
運
び
は
平
成
三
年
十
二
月
二
十 

六
日
で
当
時
前
会
長
が
存
命
中
に
会
長
交
替
は
数
が
少
な
か
っ
た
と 

思
い
ま
ま
す
。
二
代
会
長(

実
母
松
枝
子)

は
三
代
真
柱
中
山
善
衛
様
よ 

り
「
一
粒
万
倍
」
と
言
う
色
紙
を
頂
き
大
変
感
激
を
し
て
お
り
ま
し 

た
。
二
代
会
長
自
身
、
弟
二
人
が
幼
少
で
出
直
し
た
事
、
三
人
の
子 

宝
に
恵
ま
れ
長
男
で
あ
る
私
に
会
長
を
継
承
で
き
た
事
の
喜
び
が
重 

          

な
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。 

 
 

昨
年
三
月
二
十
六
日
の
四
代
会
長
お
運
び
の
後
の
私
た
ち
前
会
長

に
対
す
る
真
柱
様
の
お
言
葉
は
「
会
長
は
交
替
す
る
け
れ
ど
、
よ
う

ぼ
く
の
交
替
は
な
い
」
と
言
う
主
旨
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
よ
う

ぼ
く
の
精
神
を
忘
れ
ず
に
通
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
 

平
成
二
十
八
年
秋
の
叙
勲
で
永
年
に
わ
た
る
更
生
保
護
へ
の
貢
献

に
よ
り
瑞
宝
双
光
章
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の
方
々
の
ご
支
援

の
賜
物
と
思
い
ま
す
。 

 
 

保
護
司
は
昭
和
六
十
三
年
五
月
二
十
五
日
委
嘱
さ
れ
今
年
の
五
月

で
二
十
九
年
目
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
七
十
九
名
の
保
護
観
察
対
象

者
と
生
活
環
境
調
整
対
象
者
の
家
族
等
を
通
し
て
、
私
自
身
が
多
く

の
事
を
学
ば
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
教
会
の
門
を
入
っ
た
人
に
は
一
人

で
も
多
く
満
足
し
て
帰
っ
て
頂
け
る
よ
う
に
心
が
け
て
ま
い
り
ま
し

た
が
大
変
難
し
い
こ
と
で
す
。 

 
 

地
域
で
の
青
少
年
の
健
全
育
成
活
動
に
も
尽
力
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
共
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
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全
教
一
斉 

ひ
の
き
し
ん
デ
ー 

 

四
月
二
十
九
日
（
土
、
祝
）、
光
が
丘
公

園
に
お
い
て
、
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん

デ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
 

当
日
は
、
晴
天
の
お
恵
み
を
頂
き
ま

し
た
。
午
前
十
時
よ
り
、
親
神
様
、
教
祖
、

祖
霊
様
を
遥
拝
、
支
部
長
よ
り
表
統
領

先
生
の
告
辞
代
読
、
学
生
会
の
告
知
、
ひ

の
き
し
ん
に
当
た
っ
て
の
説
明
、
少
年

会
員
の
お
楽
し
み
行
事
と
献
血
ひ
の
き

し
ん
の
案
内
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所

へ
向
か
っ
て
、
尊
い
汗
を
流
さ
せ
て
頂

き
ま
し
た
。 

（
参
加
者 

 

四
百
五
十
八
名
） 

 
 
 

内
少
年
会
員 

百
三
名
） 

 

◆
献
血 

受
付 

 
 
 
 
 

八
十
八
名 

 
 
 
 
 

採
血 

 
 
 
 
 
 

七
十
名 

  
 

 

 

  

 

 

 

❋
少
年
会
の
お
楽
し
み
行
事
（
宝
さ 

が
し
）
の
景
品
は
、
豊
喜
分
教
会 

 

よ
り
提
供
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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ひ
の
き
し
ん 

 
五
月
は
、
全
教
一
斉
ひ
の
き
し
ん
デ 

ー
直
後
の
為
、
お
休
み
で
す
。 

次
回
は
、
六
月
四
日
（
日
）
で
す
。 

 

に
を
い
が
け
・
例
会 

◆ 

四
月
三
十
日
（
日
）
午
前
十
時
よ
り
、 

豊
喜
分
教
会
に
て
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き 

ま
し
た
。 

 

晴
天
の
お
恵
み
を
頂
き
、
勇
ん
で
に

を
い
が
け
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
い
た
後 

、
例
会
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 

十
組
よ
り
、
当
該
教
会
の
中
嶋
先
生
、 

 

紀
豊
崎
分
教
会
の
鈴
木
先
生
、
東
豊
瑞 

分
教
会
の
矢
島
先
生
よ
り
お
話
し
を
頂 

き
ま
し
た
。
ま
た
、
次
回
（
五
月
三
十
一 

日
）
例
会
の
会
場
で
あ
る
中
新
井
分
教 

会
の
野
口
宏
明
先
生
よ
り
挨
拶
を
頂
き 

ま
し
た
。 

（
参
加
者 

三
十
二
名
） 

  
 

 

 
 

 

婦
人
会 

◆ 

五
月
例
会
の
お
知
ら
せ 

 
 

五
月
十
三
日
（
土
）
十
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

北
府
分
教
会 

 

『
母
親
講
座
』 

桐
野 

利
子
先
生 

 
 
 

（
玉
安
布
教
所
長
、 

 
 
 
 
 
 
 

千
川
バ
ン
ビ
理
事
長
） 

 

「
若
い
お
母
さ
ん
に
向
け
て
楽
し
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
育
て
法
」 

 

お
た
す
け
に
も
ご
活
用
し
て
は
如
何 

 

で
す
か
？  

◆ 

教
区
委
員
部
長
講
習
会 

 
 

五
月
三
十
一
日
（
木
） 

 
 

午
後
一
時
～
三
時 

東
京
教
務
支
庁 

 
 

講
師 

諸
井 

恵
美
子
先
生 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
名
京
支
部
長
） 

 

受
講
票
を
配
布
し
て
あ
り
ま
す
の
で
委 

 

員
部
長
、
又
は
推
薦
す
る
方
は
必
ず
ご 

出
席
下
さ
い
。 

 

青
年
会 

◆ 

天
理
教
青
年
会
創
立
百
周
年
に
向
か 

っ
て
、
東
京
教
区
青
年
会
で
は
、
都
内 

「
三
百
六
十
五
日
毎
日
実
動
」
を
実
施 

致
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
毎
月
の 

練
馬
駅
前
で
の
ハ
ー
ト
ク
リ
ー
ン
に
加 

え
て
、
に
を
い
が
け
も
実
施
致
し
ま
す 

の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

四
月
七
日
（
金
）
は
、
十
名
の
方
が

参
加
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

 
 

 
 

終
了
後
、
お
花
見
を
し
ま
し
た
。 

 
 

 

※
今
後
の
予
定 

＊
五
月
五
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

 

六
月
二
日
（
金
）
午
後
七
時
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 

練
馬
駅
交
番
前
集
合 

                       

一
円
玉
募
金 

五
月
四
日
に
、
三
、
六
三
七
円
を
教
区 

に
納
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
こ
の
基
金
は 

、
本
部
社
会
福
祉
課
に
車
椅
子
を
贈
る
活 

動
で
す
。
今
年
度
は
三
台
贈
呈
し
ま
す
。 

一
台
当
た
り
五
万
円
で
す
。 

 

ご
協
力
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

練馬支部青年会 フットサル 

【日時】5/21  18：30 お問合せ 久保耕平 070-6632-2160 

【場所】ボンフィン落合南長崎 

（ライフがある iTerraceの５Fです） 

【予算】コート代 1500円、飲み会(希望者のみ)3500円 

18：30 施設に集合、自己紹介など 

19：00 コートで練習・試合 

20：00 終了（空きや人数で変動あり） 

20：30 飲み会 

現在、未信者が 3人来てくれます！あと僕と副委員長の田中く

んが決定してますのですでに 5人です。楽しく出来ればと思っ

てます！よろしくお願いしてます。 
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５月行事予定 

❋印は、一般の方も是非ご参加下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本誌は、東京教務支庁ホームページの「支部の活動」でご覧になれます。（カラー版） 

日 時 行 事 会場 担当者 

 5 月  5 日（水） 

  9：30 より 

教区ひのきしん 東京教務支庁  

９組 

❋ 5月  5日（金） 

 19：00 より 

青年会 

 「都内 365日毎日実動」 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

❋ 5月  7日（日） 

13：30より 

 

天理教基礎講座 東京教務支庁 

 受講対象 15歳以上 

 受講御供 500円 

 

❋ 5月 13日（土） 

 10：00 より 

 

婦人会例会 

『母親講座』 

  桐野利子先生 

北府分教会 

南田中 5-15-11 

3996-2292 

本芝和分教会 

白田まき子 

3997-5424 

  5月 30日（火） 

 10：00 より 

 

法人事務指導 豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

3991-4068 

明竹分教会 

三浦典夫 

3992-7861 

❋ 5月 31日（水） 

 10：00 より 

支部にをいがけ 中新井分教会 

谷原 2-6-5 

3995-7263 

小石川分教会 

中村修一 

3922-5913 

❋ 5月 31日（水） 

 11：00 より 

支部例会  

同  上 

 

 

同  上 

    

❋ 6月  2日（金） 

19：00より 

青年会 

 「都内 365日毎日実動」 

練馬駅交番向かい 

（南口時計台） 

 

久保 耕平 

070-6632-2160 

❋ 6月  4日（日） 

10：00より 

支部ひのきしん 光が丘公園 本草分教会 

倉嶋孝明 

090-4134-6605 

6 月  4日（日） 

16：00より 

 

幹事会 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

3991-4068 

 

 6 月  5 日（月） 

  9：30 より 

教区ひのきしん 東京教務支庁  

10組 

天理教基礎講座 東京会場 
今月の予定 

５月  ７日（日）【昼間】 午後１時３０分～３時（午後１時より受付） 

 受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

 会場   東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ ０３－３９１７－０２４７ 

 内容   ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」講話Ⅰ「かしもの・かりもの」 

      ビデオ②「信仰のよろこび」    講話Ⅱ「親神様・教祖・ぢば」 

 

 

 

 


